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掘立柱建物 1

縄文時代の土坑
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参考資料

奈良文化財研究所 2007

『平城京出土硯集成Ⅱ　平城京・寺院』より

掘立柱建物１

（北から）

溝１出土墨書土器

「正福」

方墳周溝検出状況

（南東から）

７トレンチ出土蹄脚円面硯

◇用語解説◇

掘立柱建物：礎石を用いず、地面に穴を掘り、
そのまま柱（掘立柱）を立てた建物

蹄脚円面硯：円形の硯の周囲に蹄を模した台
がついた硯
　硯は官衙や寺院で使用されていたがその中
でも格の高い硯

緑釉陶器：緑色の釉薬がかけられた陶器
　平安時代に都の貴族が好んで使った 
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